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第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
３
ケ
年
、
令
和
２
年

度
～
４
年
度
）
に
基
づ
き
、
３
つ
の
基
本
目
標
に
よ
り

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

〇
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　

●
サ
ロ
ン
活
動
支
援
実
績

　
　

小
地
域
サ
ロ
ン
（
月
１
回
程
度
開
催
）

　
　

・
延
べ
開
催
数�

４
０
７
回

　
　

・
延
べ
参
加
者
数�

３
，
８
３
５
名

　
　

常
設
サ
ロ
ン
（
週
１
回
程
度
開
催
）

�

16
ケ
所
で
開
催

　

●
サ
ロ
ン
へ
の
講
師
派
遣�

39
回

　

●
サ
ロ
ン
心
聞
の
発
行
、
消
毒
用
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
の

配
布
等

〇
地
域
あ
ん
し
ん
活
動
～
き
ず
な
～

　
●
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
研
修
会
の
開
催�

３
会
場

　
●
西
地
域
の
生
活
を
考
え
る
会
の
開
催�

７
回

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　

●
共
同
募
金
配
分
団
体
へ
消
毒
用
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
の

配
布�

�

46
団
体

　

●
マ
ス
ク
ポ
ス
ト
の
設
置�

寄
附
枚
数　

８
４
０
枚

　

●
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
募
集

�

応
募
枚
数　

１
１
６
枚

〇
か
ろ
や
か
て
ご
ね
っ
と
事
業

　

●
利
用
状
況　

・
延
べ
利
用
件
数�

２
７
５
件

　
　
　
　
　
　
　

・
実
利
用
者
数�

52
名

　

●
活
動
費
の
見
直
し
（
１
時
間
あ
た
り
）

　
　

６
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
へ
変
更

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

　

●
利
用
状
況　

・
延
べ
利
用
件
数�

１
４
３
件

　
　
　
　
　
　
　

・
実
利
用
者
数�

11
名

　

●
活
動
費
の
見
直
し
（
１
時
間
あ
た
り
）

　
　

月
～
土
６
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
へ
変
更

　
　

日
祝　

７
０
０
円
か
ら
８
０
０
円
へ
変
更

〇
福
祉
教
育
の
推
進�

　

●
生
涯
学
習
講
座
の
開
催�

１
回

　

●
世
羅
西
中
学
校
、
せ
ら
に
し
小
学
校
、
甲
山
中
学

校
、
世
羅
小
学
校
に
て
福
祉
体
験
学
習
の
開
催

　

●
手
話
奉
仕
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
の
開
催�

１
回

〇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
「
か
け
は
し
」

　

・
認
知
症
が
障
が
い
等
で
、
自
分
で
判
断
す
る
こ
と

が
不
安
な
方
や
金
銭
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
方
が
地
域

で
安
心
し
て
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
た
。

　

・
契
約
件
数�

20
件

　

・
延
べ
支
援
件
数�

１
，
４
９
５
件

〇
法
人
後
見
事
業
の
推
進

　

・
家
庭
裁
判
所
よ
り
審
判
を
受
け
、
身
上
監
護
や
財

産
管
理
に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
た
。

　

・
受
任
件
数�
11
件

　

・
延
べ
支
援
件
数�

９
２
１
件

〇
地
域
型
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
の
運
営

〇
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
・
緊
急
生
活
安
定
資
金
貸

付
制
度

〇
広
報
・
啓
発

〇
財
源
確
保

〇
ふ
れ
あ
い
相
談
所
事
業
　
　
　
　
　
　
　

　
・
無
料
法
律
相
談�

相
談
件
数　

43
件

　
・
相
続
な
ん
で
も
相
談�

相
談
件
数　

15
件

〇
福
祉
用
具
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
出

〇
共
同
募
金
運
動

　

・
募
金
実
績�

５
，
５
７
３
，
９
３
８
円

〇
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
の
募
集

　

・
活
動
資
金
実
績�

１
，
９
２
５
，
８
７
６
円

〇
居
宅
介
護
支
援
事
業

〇
通
所
介
護
事
業

〇
閉
じ
こ
も
り
予
防
支
援
通
所
事
業
（
さ
わ
や
か
）

〇
認
知
症
予
防
事
業
（
脳
ひ
ら
め
き
教
室
）

〇
訪
問
介
護
事
業

〇
訪
問
入
浴
介
護
事
業

〇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

〇
移
動
支
援
事
業

〇
身
体
障
害
者
訪
問
入
浴
事
業

〇
養
育
支
援
事
業

〇
ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業

地
域
づ
く
り

人
づ
く
り

支
援
体
制
づ
く
り

そ
の
他

介
護
保
険
事
業
等

事
業
報
告

令和
２年度
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　現在、津名地区（令和３年１月から）、山福田地区・西大田地区（令和３年４月から）で生活支
援員（コーディネーター）が配置されています。今回は地域で活躍されている生活支援員（コー
ディネーター）の３名の方に、普段の活動の様子などをお聞きしました。

地地域密着型取材域密着型取材
地域あんしん活動 ～きずな～ コーナー
地域あんしん活動 ～きずな～ コーナー

vol.2

　住民同士が支え合う仕組みづくりを支援す
るのが生活支援員（コーディネーター）です。
　主には、「地域で暮らす人」と「支援する
人やサービス」をつなぐことが役割です。

生活支援員（コーディネーター）は、
こんなことに取り組みます。

そ
の
①

そ
の
②

そ
の
③

※地域によって取り組み方は異なります。

自宅訪問やサロンなどの集まりへ
参加して、直接「声」を聴きます。

生活ニーズや地域の取り組みなど共有で
きるように話す場づくりを支援します。

みんなで必要な支援を考え、支え合う仕組みづ
くりを支援します。

出勤日：火・金曜日
時　間：8:30～12:30
連絡先：西大田自治センター
　　　　（0847）27-0001

Ｑ　
な
ぜ
、
地
域
福
祉

　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
？

　
私
は
、
西
大
田
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
（
常
設
サ
ロ
ン
）
の
福
祉
支
援

員
も
兼
務
し
て
い
ま
す
。
こ
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
時
に
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
西
大
田
地

区
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
か

ら
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

Ｑ　
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

　
今
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り

訪
問
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
訪
問

が
で
き
な
い
分
、
西
大
田
地
区
版

暮
ら
し
の
便
利
帳
・
見
守
り
サ

ポ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
、
民

生
委
員
の
方
な
ど
と
話
し
合
い
な

が
ら
、
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

最
後
に
伝
え
た
い
こ
と

　
西
大
田
地
区
で
は
、
生
活
支
援

員
で
は
な
く
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
い
う
名
前
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
は
手
探
り
で
活
動

し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

「
西
大
田
で
み
な
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」
、
「
困
っ

た
と
き
は
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
越
本
さ
ん
に
話
そ

う
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

越
こし

本
もと

　久
く

美
み

 さん

西大田地区 「助けて」が言える西大田に！

生活支援員（コーディネーター）って？ 訪問での生活状況の把握

地域の情報の把握と発信

地域の元気を支える仕組みづくり
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出勤日：火・木曜日
時　間：8:30～15:30
連絡先：山福田自治センター
　　　　（0847）37-2276

出勤日：火・木曜日
時　間：9:00～16:00
連絡先：津名自治センター
　　　　（0847）39-1047

Ｑ　
な
ぜ
、
生
活
支
援
員
に
？

　
私
は
、
つ
ば
き
サ
ロ
ン
（
常
設

サ
ロ
ン
）
の
福
祉
支
援
員
も
兼
務

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
後
押

し
も
あ
り
山
福
田
地
区
の
生
活
支

援
員
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

　
今
は
、
重
点
的
に
つ
ば
き
サ
ロ

ン
の
参
加
者
の
方
を
訪
問
し
生
活

状
況
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。
訪

問
先
で
は
、
「
悩
み
を
話
す
だ
け

で
も
、
気
分
が
晴
れ
る
」
と
、
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
生
活
支
援
員
と
し
て
一
軒
一
軒

訪
問
す
る
と
、
普
段
話
せ
な
い
こ

と
や
困
り
ご
と
を
話
す
の
で
、
人

の
話
を
聞
く
の
は
奥
が
深
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
徐
々
に
訪
問
範
囲
を

広
げ
て
い
き
つ
つ
、
民
生
委
員
の

方
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
伝
え
た
い
こ
と

　
火
・
木
曜
日
に
山
福
田
地
区
を

回
っ
て
い
ま
す
。
見
か
け
ら
れ
た

と
き
は
、
手
を
振
っ
た
り
声
を
か

け
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

Ｑ　
な
ぜ
、
生
活
支
援
員
に
？

　

生
活
支
援
員
の
話
が
来
た
時

に
、
元
々
福
祉
に
興
味
が
あ
り
、

仕
事
も
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仕

事
で
得
た
知
識
を
活
か
せ
る
と
思

い
、
「
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
れ

ば
。
」
と
津
名
地
区
の
生
活
支
援

員
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

Ｑ　
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

　
老
老
世
帯
を
中
心
に
、
安
否
確

認
や
生
活
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

訪
問
し
、
自
治
セ
ン
タ
ー
や
各
関

係
機
関
、
民
生
委
員
さ
ん
と
も
連

携
を
し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
訪
問
す
る
と
長
い
時
間
話
し
込

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
困
り
ご
と
を
聞
き

だ
し
、
次
の
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
時
に
「
知
っ
た
人
が
来
て

く
れ
て
心
強
い
」
と
言
わ
れ
、
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
伝
え
た
い
こ
と

　
ま
だ
ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば
か
り

な
の
で
、
生
活
支
援
員
の
仕
事
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
い
つ
で
も
お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

井
い

元
もと

　幸
さち

子
こ

 さん

今
いま

川
がわ

　成
しげ

子
こ

 さん

山福田地区

津名地区

たくさん行って、たくさん話す！

みんなで支える津名に！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴

い
、
５
月
の
中
旬
か
ら
世
羅
町
内
の
常
設
サ
ロ

ン
の
活
動
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
大
見
よ
っ
て
け
ぇ
サ
ロ
ン
で

は
、
毎
週
水
曜
日
の
お
昼
か
ら
サ
ロ
ン
参
加
者

の
お
宅
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
、
脳
ト
レ
資
料
や

体
温
管
理
表
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

朝
か
ら
印
刷
を
始
め
、
訪
問
先
の
一
通
一

通
、
心
を
込
め
て
準
備
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

手
渡
し
訪
問
を
し
た
サ
ロ
ン
支
援
員
の
２
人

は
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
「
顔
を
見
る
こ
と
で
安

否
確
認
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
が
再

開
し
た
時
に
来
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
」
や

「
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
人
は
ほ
っ
と
し
て
い
る

と
思
う
。
声
か
け
を
し
て
不
安
を
な
く
せ
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
手
渡
し
訪
問
は
、
サ
ロ
ン
参
加
者
の
方
の

支
え
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

新型コロナウイルスに負けないプロジェクト
繋がり届ける、手渡し訪問（大見よってけぇサロン）

▲参加者のお宅（中央）に訪問し、資料の手渡しを行う
　サロン支援員（左、右）のお２人

▲みなさん笑っている顔が印象的でし
た。受け取る時の「ありがとう」とい
う言葉が忘れられません。

コロナでサロンが中止になっても
「毎週水曜日を楽しみな日にする」

そのために、私たちは繋がりを届けます。

「
脳
ト
レ
は
、
１
日
で
や
り
切
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
熱
中
し
ち
ゃ
っ
て（
笑
）。」

「
朝
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
サ
ロ
ン

が
な
く
て
も
、
顔
を
見
に
来
て
く
れ
る
か

ら
、
水
曜
日
が
楽
し
み
な
ん
で
す
。」
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　地域型支援センターさくらでは要介護１～５の介護認定を受けられているご家族を自宅で介護さ
れている方のために家族介護教室を年12回実施しています。
　４月27日の家族介護教室では講師の川北千惠美さんをお招きし、「木の実クラフト作り」を行い
ました。

～お知らせ～
　今年度５月より地域型支援センターさくらの世羅西地区を世羅町
社会福祉協議会が受託することになりました。それに伴い、担当職
員を配置いたしました。
◇新任　三尾　扶佐子　生活相談員（担当：世羅西地区）

高齢者総合相談窓口
地域型支援センターさくら

甲山地区・世羅地区　電話：２２－５１４７（担当：泉・大原）
   　世羅西地区　電話：３７－１３３５（担当：三尾）

▲たくさんの木の実を用意していただき、参加者の方はそれぞれ思い思いにクラフトを飾り付けて
いきました。

※今後の家族介護教室の開催については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により決定しま
す。詳しくは支援センターさくらまでお問い合わせください。教室への参加時は、マスクの着用
をお願いします。

家族介護教室 木の実クラフト作り家族介護教室 木の実クラフト作り

地域型支援センターさくら地域型支援センターさくら
世羅西地区職員配置について世羅西地区職員配置について

完成作品です
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料金変更のお知らせ（１回の利用は、おおむね２時間までです）

病院の付き添い

※この事業の一部は世羅町社協会費、共同募金配分金等により行っています。

ゴミ出し

　暮らしの中でちょっとした困りごとを抱えている方の相談に応じ、お手伝いができる方に
つなげ、住民同士のお互いさまの気持ちで支え合う活動「かろやかてごねっと」を進めてい
ます。利用者、協力員の方に利用していただきやすいよう、料金の見直しを行いましたので
お知らせします。

かろやかてごねっとだより

令和３年４月より助成金300円から400円に増額し、活動費が700円になりました。

②　１時間当たりの活動費が700円になりました。

１時間当たりの料金
　利用料…300円（協力員１名につき）

　活動費…700円

300円
利用料

※利用者負担

400円
世羅町社協
共同募金会

700円
協力員の
活動費

＋ ＝

令和３年６月９日より30分未満の活動の場合
（ゴミステーションへのゴミ出し等）

利用料が300円から150円になりました。 
活動費が700円から550円になりました。

①　30分未満の活動の利用料が150円になりました。

30分未満の料金
　利用料…150円（協力員１名につき）

　活動費…550円

150円
利用料

※利用者負担

400円
世羅町社協
共同募金会

550円
協力員の
活動費

＋ ＝

困ったときはまずは　世羅町社会福祉協議会へ　☎22-3162（本所）　　　
☎37-1335（世羅西支所）

活動紹介令和２年度主な利用内容
内　容 件　数

病院の付き添い 77
部屋の掃除 72
ゴミ出し 46
窓拭き 20
買い物 18
その他　色々 42
合計 275
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令和３年度 社協会費・共同募金等の
お願いについて

　地域のみなさまには例年、社協会費をはじめ、日本赤十字社活動資金・共同募金にご協力いただ
きありがとうございます。本年度は、下記の予定でお願いさせていただきます。みなさまの温かい
ご理解とご協力をよろしくお願い申しあげます。

⑴　世羅町社会福祉協議会
　　・本所　　世羅町西上原426番地3� 電話�0847-22-3162
　　・支所　　世羅町小国3393� 電話�0847-37-1335
　※来所いただくことが難しい方は、連絡をいただきましたら職員がお伺いします。

⑵　尾道市農協
　・世羅町内の各支店窓口　甲山支店・世羅支店・世羅西支店
　※農協窓口でのお振込みは振込手数料がかかります。
　　世羅町内の各支店窓口で、お振込みをしていただく場合は、集められた募金等の金額から
手数料110円を引いた金額を振込用紙の金額にご記入ください。

　地域のみなさまには、８月・10月・11月の文書により改めて、お願いをさせていただきま
す。よろしくお願い申しあげます。
　※実施期間は変更する場合があります。

　世羅町社会福祉協議会が推進する「ふれあ
い・いきいきサロン事業」や「かろやかてご
ねっと事業」の活動費等として活用させてい
ただきます。

　寄せられた募金の約７割は世羅町内の福祉
活動に、残りの約３割は広島県内の広域の福
祉活動や、災害時のボランティアセンターの
運営等に活用されます。

　町内での献血活動等の事業費となるほか、
災害時の救助活動や、赤十字病院の運営、看
護師育成、救急法講習会等のために活用され
ます。

　年末の時期をすべての人が安心して過ごせ
るようにという思いから始まった募金活動で
す。世羅町では、「赤い羽根共同募金」と合
わせて、主に町内の福祉活動に活用される
他、災害支援活動等にも活用されます。

世羅町社会福祉協議会 会費

（期間） 令和3年8月1日～令和4年3月31日

（期間） 令和3年10月1日～11月30日

（期間） 令和3年8月1日～9月30日

（期間） 令和3年12月1日～12月28日

赤い羽根共同募金

日本赤十字社活動資金

歳末たすけあい募金

受付場所
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月 日 曜日 重　点　相　談 開　設　場　所 開設時間 関係機関

7 28 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会本所 10：00～16：30 弁護士法人 
リーガルジャパン

8 25 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会支所 10：00～16：30 弁護士法人 
リーガルジャパン

9 29 水 相続なんでも相談（要予約） 社会福祉協議会支所 13：30～17：00 尾道公証役場

10 27 水 無料法律相談（要予約） 社会福祉協議会本所 10：00～16：30 弁護士法人 
リーガルジャパン

令和３年度　ふれあい相談所開設予定

【お問合せ先】
　●本所　〒722-1121 世羅郡世羅町西上原426-3 世羅町社会福祉協議会本所 ☎２２-３１６２
　●支所　〒722-1701 世羅郡世羅町小国3393 世羅町社会福祉協議会世羅西支所 ☎３７-１３３５

※困ったことは社会福祉協議会の職員が随時相談対応します。お気軽にお越しください。

　災害により被災された方々を支援するため、日本赤十字社広島県支部世羅町分区では、義援
金の募集を行っています。令和２年度は、町内のみなさんより、以下の義援金をいただき、す
べて災害地区へ送金させていただきました。

●新役員の紹介

会　長　前原　春夫
副会長　久保　辰昭
理　事　近藤　正則、貞森智津子、
　　　　高本　彰彦、松木　克二、
　　　　森　　　健、森　　　学、
　　　　吉実　正博
監　事　小迫　正子、松井　擴（敬称略）

●新評議員の紹介

評議員
　井上　公樹、久保　芳恵、栗原　正和、
　坂口　　裕、迫田　幸男、田坂　　誠、
　田畑　豪也、殿敷　和美、七ッ河克重、
　畠黒　英憲、深串　孝宏、福岡　哲雄、
　風呂　久美、山下　道明、山田佐代子
� 　（敬称略）

●東日本大震災義援金� ２０，０００円
●平成３０年７月豪雨災害義援金� ５，０００円
●令和元年８月豪雨災害義援金� ２０円
●令和元年台風１５号千葉県災害義援金� ３００円
●令和元年台風１９号災害義援金� ５，２４３円
●令和２年７月豪雨災害義援金� ６５７，５８４円

　引き続き、次のとおり義援金の募集を行っています。みなさまからの温かいご支援をよろし
くお願いします。

　　　●平成30年７月広島県豪雨災害義援金�：令和４年６月29日（水）まで
　　　●平成30年７月豪雨災害義援金� ：令和４年６月29日（水）まで
　　　●令和２年７月豪雨災害義援金� ：令和４年３月30日（水）まで

義援金の報告と募集について

新役員紹介

※任期満了により退任されました役員（理事、監事）、評議員のみなさま、ありがとうござい
ました。

任期：令和3年6月28日～令和5年6月の定時評議員会の終結の時まで 任期：令和3年6月28日～令和7年6月の定時評議員会の終結の時まで
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広
告
】

〒722-1622　広島県世羅郡世羅町堀越1144-1
TEL＆FAX.0847-22-0008　Mobile.090-2002-7715

車の事なら何でもご相談ください！
自動車整備士資格、自動車検査員資格取得

業務内容／新車・中古車販売、車検、板金塗装、oil交換
　　　　　タイヤ交換、インターネット部品注文・取付け

損保ジャパン保険代理店／JA共済保険代理店

印刷の原点を大切にし、
新しい時代への進化を成します

本社・工場　〒727-0004 広島県庄原市新庄町5088-58
　　　　　　TEL.0824-72-7890　FAX.0824-72-2128
広 島 支 店　〒733-0842 広島市西区井口１丁目15-25 井口クイーンズコート112号室
　　　　　　TEL.082-276-0073　FAX.082-276-4031
三次営業所　〒728-0013 広島県三次市十日市東六丁目13-35
　　　　　　TEL.0824-62-3716　FAX.0824-62-5635

E‐mail：info＠shinseiart .comwww.shinseiart .com

ご家庭で 食べきれない食料品 はありませんか?

フードバンク事業へご協力お願いします!!
　フードバンクは、家庭で食べきれない食料品（食品ロス）などをご寄附いただき、さまざまな
原因により困窮され、食料品を必要としている方へ届ける活動です。
　今ある食料品を大切にし、必要な方へ届けることで、「もったいない」から「ありがとう」へ
つなぐ活動に取り組んでいます。

食料品にお困りの方

食料品のご寄附

世羅町社会福祉協議会

■麺類
■お米（前年度産から今年度産）
■保存食品（缶詰・瓶詰等）
■インスタント、レトルト食品
■乾物（のり・豆など）
■菓子類
■飲料（ジュース・コーヒー・お茶等）
■調味料・食用油
■ギフトパック（お歳暮・お中元等）など
※未開封で賞味期限がおおむね2ヵ月以上であるもの
※常温保存が可能なもの　※生鮮食品は受付できません

～ご寄附いただきたい食料品～



〒722-1121
世羅郡世羅町西上原572-1
TEL（0847）22-3535
FAX（0847）22-0158

一般、業務用精米、玄米、
自然食品販売、製粉 品質の選眼力と

確かな精米技術で
「おいしいせら米」を
各地にお届けします。

TEL（0847）37-1142 世羅郡世羅町小国4519-2

キッチン＆コーヒー

食料品・お酒・仕出し

TEL（0847）37－2217
世羅郡世羅町小国4528－4

小富士堂センター
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【
広
告
】

　権利擁護とは、認知機能の低下、知的障害、精神障害などのために、自分で判断することが
難しかったり、自分の権利を守ることが難しい方のために、住みなれた地域で安心して自分ら
しく暮らすことができるよう支援を行うことです。

権権
けんけん

利利
りり

擁擁
ようよう

護護
ごご

センター ほっとセンター ほっと
権利擁護の支援を必要とされる方のご相談をお受けし、

利用できるサービスや制度のご紹介などを行いますふくぼうⓒ世羅町社協

ひとり暮らしになって、
こどもも近くにおらんし、
入院にでもなったら
どうしたらいいか…

最近物がなくなったりして
不安じゃけど、
誰に相談すればええんか
分からん。

金銭管理 契約等の支援 入院等の手続き

ご自分のこと、ご家族・ご近所のこと
どうしようかと悩んだら

まず相談してみませんか？

⇒詳しくはパンフレットをご覧いただくか、世羅町社会福祉協議会までお問い合わせください。

月～金曜日（祝日を除く）
9:00～17:00

要予約

相談無料
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広
報

・
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
記
録
情
報
の
提
供

　

な
ど
で
す
。

　

こ
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
警
察
と
社
協
が

町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
強
固
な
連
絡
体
制
を
構
築

で
き
、
住
民
の
安
心
感
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
つ
な
が
り
と
、
支
え
合

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
住

民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
「
と
も
に
生

き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
基
本
理
念
の
も
と
活
動
を

す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

世
羅
町
警
察
署
と『
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
の
協
力
に
関
す
る
協
定
』を

�

締
結
し
ま
し
た
。

新規事業を開始します


